
糖尿病が進行してしまう前に
　糖尿病と聞いて、どのような病気を思い浮かべますか。血糖値が高い病
気・おしっこに糖が下りる病気・色々な合併症のある病気など、さまざま
なものを挙げられると思います。しかし、その実態は全身の血管に障害を
もたらす病気です。血管が障害を受けても、血液が流れているうちは症状
は出ないので、症状に気付くことなく進行していきます。そして、血液が
流れないほどに進行した時、初めて症状に気が付きますが、その頃にはも
う取り返しのつかない状態になっています。　
　症状のない時点で糖尿病にかかっていることに気付くには、毎年健診を
受けることが大切です。そして異常を指摘された際は必ず医療機関を受診
することです。早期に発見できれば早期に治療を開始できるため、症状の
進行が抑えられ、長い間普通の生活を送ることができます。

誰でも子育て中には、多くの戸惑いを覚えるものです。
一人で悩まず、周囲の人に相談しながら育児ができるといいですね。

市内で子育て相談ができる機関をご紹介します。

子育て家庭を応援します！

本市の委託事業「こんにちは赤ちゃん訪問事業」で、新たに赤ちゃんを迎えた家庭を訪問しています。

NPO法人体験ひろば☆こどもスペース四日市1
　パパの育児参加の増加や、ベトナムやネパール、バングラディシュな
ど、多様なバックグラウンドを持つ家庭が増加するなど、社会の変化を実
感します。言葉が通じなくても、身振り手振りや翻訳アプリを利用して、
一生懸命コミュニケーションをとった結果、最後に笑顔を見せてもらえる
と思いが通じたんだと嬉しくなります。少しでも子育ての手助け
をしたいので、ぜひ皆さんのご家庭を訪問させてください。

子育てサロンの開催や登校の見守り活動をしたり、子育てや生活に関する相談を受けたりしています。

民生委員・児童委員2
　子どもの頃から住み慣れたまちを大切にしたいという思いから活動をして
いますが、今は地域の子どもに気軽に声がかけにくいなど、地域の繋がりが薄
れてきているように感じます。地域ぐるみで子育てを支援するために、年間を
通して様々なイベントを実施しています。私が活動している楠子育て支援セン
ター「わくわく」では、地域交流室「ひのとり」を開放しています。子どもや
親同士の繋がりができるので、ぜひ「ひのとり」を訪ねてみてください。

児童福祉法に基づく、子育てに関する専門相談機関です。電話、メール、来館、訪問など、
相談方法はさまざまです。☎ 340-0022　✉ mao@apatheia.jp　 時  毎日9時～16時

児童家庭支援センターまお　3
　まおは子育てに関する不安や心配、悩みごとなど、さまざまな子育ての
相談に乗っています。私たちは、子育て家庭が孤立しないように支援がし
たい、子育てに悩む保護者に寄り添いたいと思い、まおで働いています。
子育てについて一緒に考えましょう。まずはお気軽にご連絡ください。

NPO法人体験ひろば☆こどもスペース四日市
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～11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」～

　オレンジリボンには、「児童虐待防止」というメッセージが込められています。
　子どもたちの笑顔を守るために、一人ひとりに何ができるかを考え、多くの人に「児童虐待
防止」に関心をもっていただきたいと思います。

糖尿病を放置すると
こんな症状が
発生するかも！

もっと知りたい

糖尿病
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インスリンというホルモンがうまく作用しないことで
血液中のブドウ糖（血糖）が増えてしまう病気です。

糖尿病とは？

糖尿病性神経障害 糖尿病網膜症 糖尿病性腎症

足先の壊
え そ

疽 失明 人工透析

本市国民健康保険では、地域の医療機
関と連携して、糖尿病性腎症の重症化
を予防する取り組みを行っています。
対象者には7月上旬に案内通知を送り
ましたので、通知一式を持って医療機
関にご相談ください。

大切なことは、

早期発見・
   早期治療！！

40歳以上の国民健康保険（後期高齢者医療保険含む）加入者
の中で、糖尿病の可能性がある人に受診勧奨の案内、または保
健指導の利用案内を送っています！

対象者  過去の市国民健康保険特定
　　　　 健康診査や医療機関を受診
　　　　 した結果、糖尿病の可能性
　　　　 が高い人
通知内容  医療機関受診の案内または
　　　　 保健指導の利用案内

こんな色の通
知が届いたら

、
こんな色の通

知が届いたら
、

受診しましょ
う！

受診しましょ
う！

訪問時に子育て応援金の申請についてもご案内します。詳しくは、こども
保健福祉課母子保健係（☎354-8187）まで。

保険年金課　丸山海斗

×
怖いのは、これ
らが徐々にでは
なく突然発症す
ることです！

どんなことに
気をつければ良い？

塩分を控える塩分を控える 野菜中心の食事 適度な運動

●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　保険年金課　☎ 354-8158 FAX 359-0288 ●この記事についてのお問い合わせ・ご意見は　こども家庭課　☎ 354-8276 FAX 354-8061
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